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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
成
三
十
一
年
の

新
春
を
、
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
災
害
、
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
、
夏
の
猛
暑
、
秋
雨
前
線
の
停
滞
や
台
風
被
害
な
ど
日
本

各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
異
常
気
象
が
続
い
て

い
ま
す
が
新
年
は
平
穏
な
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

今
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
も
会
員
不
足
、
適
正
就
業
等
厳

し
い
状
況
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
知
恵
を
出
し
協

力
し
合
う
こ
と
で
難
局
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

安
全
就
業
に
つ
き
ま
し
て
も
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す
る
、
怪
我

を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
地

域
の
皆
様
の
信
頼
を
得
る
よ
う
努
め
、
無
事
故
で
安
全
就
業
を
お

願
い
し
ま
す
。
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
年
に
当
た
り
、
安
曇
野

市
の
発
展
と
、
会
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝

を
お
祈
り
し
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

りんごの収穫

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長　

佐 

々 

木
　
胤 

明
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
佐
々
木
理
事
長
を
は
じ

め
、
役
職
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
社
会
の
活

性
化
に
大
き
く
ご
貢
献
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

貴
セ
ン
タ
ー
に
、
毎
年
多
く
の
仕

事
の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
は
、
丁
寧
で
熱
心
な
姿
勢
が
地

域
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
成
し
遂
げ
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
会
員
の
皆
様
の

ご
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。
今
後
も
、
会
員
の
皆
様
が
地
域

で
の
就
業
を
通
じ
、
生
き
が
い
を
も

っ
て
社
会
参
加
を
果
た
す
、
活
発
な

事
業
活
動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
今
日

に
お
い
て
、
貴
セ
ン
タ
ー
に
は
、
豊

か
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
皆
様
の
就

労
機
会
を
提
供
す
る
た
め
の
拠
点
と

し
て
、
ま
た
、
シ
ニ
ア
世
代
の
健
康

維
持
や
社
会
参
加
の
促
進
等
、
地
域

社
会
を
支
え
る
中
核
的
な
組
織
と
し

て
、
よ
り
一
層
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
た
だ
く
よ
う
望
む
も
の
で

す
。市

の
重
点
施
策
の
一
つ
で
あ
る

「
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
、
今
後
も
貴
セ
ン
タ
ー
の

運
営
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

多
様
化
す
る
シ
ニ
ア
世
代
の
就
業
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
安
曇
野
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
2
期
中
期

5
ヵ
年
計
画
に
も
あ
り
ま
す
「
豊
か

な
経
験
と
能
力
を
活
か
し
働
く
喜
び

と
社
会
参
加
」
の
推
進
に
一
層
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
本
年

が
会
員
の
皆
様
に
と
っ
て
、
健
や
か

で
実
り
多
い
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

安
曇
野
市
長　
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地域から信頼される
シルバー人材センターを目指します
みんなで、『危険ゼロ』を
目指します
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役
員
視
察
研
修
に
参
加
し
て

監
事
　
赤
澤
　
喜
夫

今
年
度
の
役
員
視
察
研
修
は
、
10
月

23
日
、24
日
に
、岐
阜
県
関
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
と
同
県
可
児
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

関
市
の
人
口
は
約
9
万
人
、
セ
ン
タ

ー
の
会
員
数
は
８
５
０
人
、
年
間
契
約

額
は
3
億
6
千
万
円
で
あ
り
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
、
平
成
20
年
10
月

に
、
企
画
提
案
方
式
事
業
と
し
て
、
中

心
市
街
地
に
、
三
世
代
交
流
広
場
「
と

ん
て
ん
館
」
を
会
館
し
、
会
員
が
運
営

し
て
い
ま
す
。
因
に
「
と
ん
て
ん
館
」

の
名
前
の
由
来
は
、
関
市
を
代
表
す
る

産
業
の
一
つ
で
あ
る
刃
物
の
鍛
錬
す
る

音
か
ら
と
っ
た
も
の
で
、
ト
ン
テ
ン
カ

ン
の
リ
ズ
ム
が
心
地
よ
く
、
心
に
残
る

よ
う
願
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
中
心
商
店
街
活
性
化

対
策
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
会
員
は

子
育
て
支
援
班
、手
作
り
班
、朝
市
班
を

擁
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
女
性

会
員
に
よ
る
子
育
て
支
援
班
で
は
、「
ば

あ
ば
と
あ
そ
ぼ
」と
銘
打
っ
て
、遊
び
を

通
し
て
の
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、子
育
て
に

関
す
る
相
談
等
、
子
育
て
の
経
験
豊
富

な「
ば
あ
ば
」が
活
躍
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

可
児
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
農
業
事
業
と
し
て
特
産
の
「
菅

刈
ご
ぼ
う
」を
22
名
の
会
員
で
生
産
し
て

い
ま
す
。「
配
分
金
は
１
時
間
２
１
３
円

と
少
額
で
あ
る
が
、
和
気
あ
い
あ
い
と

就
業
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

両
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
三
郷
担
当
の
方
か
ら
、
月
3
日
位
の

日
勤
で
「
ゆ
り
の
き
学
習
セ
ン
タ
ー
」

の
会
館
管
理
の
仕
事
が
あ
る
が
ど
う
か

と
の
連
絡
を
受
け
た
。

ま
た
、
社
会
参
加
出
来
る
の
と
シ
ル

バ
ー
の
仲
間
達
と
の
交
流
を
通
し
て
、

自
分
の
幅
が
広
が
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え

て
入
会
し
た
。

ゆ
り
の
き
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
自
習

室
・
学
習
室
・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
、

図
書
館
が
併
設
さ
れ
、
多
く
の
人
が
来

館
し
楽
し
く
学
ん
で
い
る
。

個
人
や
仲
間
同
士
で
学
ん
で
い
る
姿

を
見
る
と
、
自
分
も
和
ら
ぎ
心
か
ら
地

域
生
活
者
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
三
郷
担
当

の
方
に
は
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

出
会
い
に
感
謝

三
郷
地
区
　
丸
山
　
吉
重

定
年
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
農
業
で
生

活
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
以

前
仕
事
上
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
か
ら

「
家
に
は
い
る
の
は
ま
だ
早
い
よ
、
い

ま
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る
の
で
申
し

込
ん
で
み
て
は
」
と
言
わ
れ
、
ま
た
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
き
ま
し
た
。

退
職
後
、
人
生
設
計
に
つ
い
て
何
も

考
え
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
趣
味
を
活

か
す
と
か
や
り
た
い
こ
と
も
思
い
浮
か

ば
ず
、
農
地
も
貸
し
て
し
ま
っ
た
の
で

ど
う
し
た
も
の
か
と
思
案
し
て
い
た
。

菅刈ごぼう

公益社団法人

安曇野シルバー人材センター
TEL.0263-72-5800  FAX.0263-73-6484

〒399-8205　安曇野市豊科 4155-1
　　　　　　 豊科保健センター内

シルバー会員活躍中！！いろんな
所で

豊富な経験や技術を活かして

元気に活躍しています。

玉ねぎの収穫

りんごの摘果作業 庭木の剪定

安全パトロール

簡単な大工仕事
◎建具の修理
◎床の張替
◎雨樋の修理（1階のみ）

家庭でのお手伝い
◎家周りの清掃
◎落ち葉拾い
◎家具などの移動
◎草取り

庭木の手入れ
◎除草作業
◎庭木の剪定
◎庭木の消毒

その他
◎障子・襖貼り
◎網戸の張替え
◎筆耕（宛名書き・賞状書き）
◎企業での軽作業

（公社）安曇野シルバー人材センターまでお電話にてご連絡ください。電話受付／平日 8：30 ～ 17：15
お申し込み・お問い合わせ

関市シルバー人材センターにて
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11
月
１
日
長
野
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
設
立
20
周
年
記
念

式
典
が
午
後
１
時
か
ら
岡
谷
市
「
カ

ノ
ラ
ホ
ー
ル
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
県
シ
連
酒
井
会
長
の
式

辞
、
あ
ゆ
み
報
告
、
長
年
ご
尽
力
い

た
だ
き
現
在
も
現
役
の
県
下
理
事
長

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
公
立
諏
訪
東
京

理
科
大
学
教
授
の
篠
原
菊
紀
氏
に
よ

る
「
脳
を
鍛
え
る
活
性
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
日

頃
の
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

脳
ト
レ
、
運
動
、
食
事
、
血
圧
な

ど
の
健
康
管
理
が
脳
を
守
り
鍛
え
る

こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
ま
じ
め
に
頑

張
る
人
は
認
知
症
に
な
り
に
く
い
と

結
ん
で
い
ま
し
た
。

20
周
年
記
念
式
典
後
は
、
平
成
30

年
度
安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
が

同
会
場
で
開
催
さ
れ
、
大
月
安
全
・

適
正
就
業
対
策
推
進
委
員
会
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
安
全
適
正
就
業

標
語
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
講
演
で
は
、
全
国
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
で
「
安

全
・
適
正
就
業
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
小
諸
北

佐
久
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
取

り
組
み
の
報
告
が
あ
り
、
安
全
就
業

に
つ
い
て
連
合
会
浅
川
安
全
適
性
就

業
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
か
ら
、
安
全

就
業
の
現
状
と
対
策
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
重
点
目
標
「
危
険
ゼ

ロ
」
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
契
約
額
の
実

績
は
、
3
億
９
０
０
２
万
円
で
、
対
前

年
度
比
99
％
と
、
金
額
で
４
０
０
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長

雨
・
台
風
な
ど
天
候
に
よ
る
就
業
の
遅

れ
、
受
注
に
対
す
る
手
配
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
今
年
よ
り
「
適
正
就
業
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
た
就
業
を
進
め
る

た
め
職
員
を
１
人
配
置
し
派
遣
へ
の
切

り
替
え
を
進
め
て
お
り
、
対
前
年
同
月

比
５
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
6
月
に
「
会

員
募
集
チ
ラ
シ
」の
全
世
帯
へ
の
配
布
、

安
曇
野
市
た
ま
ね
ぎ
祭
り
へ
参
加
し
て

の
チ
ラ
シ
配
布
等
の
活
動
を
行
っ
た
結

果
、
前
年
度
に
比
べ
5
人
増
の
９
３
８

人
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
会

員
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
一
会
員
一

人
の
会
員
の
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
員
の
増
加
と
就

業
の
機
会
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、一
層
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

長
野
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

設
立
20
周
年
記
念

前
年
度
を
下
回
る
契
約
額

  

平
成
30
年
度　

事
業
実
績
（
４
月
～
10
月
）

10 月までの事業実績

　区　　分 平成 30 年度
(10 月末）

平成 29 年度
(10 月末） 増　減 対前年比

会員数 　　　　　934 人 933 人 　　 　1 人 　100.1％
受注件数 　　　　　3,394 件 　3,475 件 △ 81 件 97.7％
契約金額 39,002 万円 39,398 万円 　△ 396 万円 99.0％
内訳　公共 6,367 万円 　 6,147 万円 220 万円 103.6％
 〃   民間事業所 24,155 万円 　25,027 万円 △ 872 万円 96.5％
 〃   一般家庭　 8,480 万円 　 8,224 万円 256 万円 103.1％

理
事
　
那
須
野
　
卯
久
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中
信
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
研
修
に

参
加
し
て

理
事
　
北
林
　
幹
男

中
信
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
ブ

ロ
ッ
ク
別
研
修
会
が
7
月
30
日
に
大
町

市
商
工
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修

会
に
は
5
つ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
理
事
、
監
事
75
名
が
参
加
し
、
長

野
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

海
野
事
務
局
長
か
ら
「
会
員
・
地
域
の

期
待
に
応
じ
る
セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

高
齢
者
は
就
業
意
欲
が
高
く
、
生
涯

現
役
を
望
む
方
が
多
く
、
現
役
世
代
の

減
少
、
人
口
が
減
少
す
る
中
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
地
域
社
会
か

ら
は
一
層
期
待
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
、
全

て
の
現
場
に
お
い
て
、
危
険
の
な
い
安

全
な
就
業
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
こ

れ
は
、

①
安
全
意
識
を
作
業
現
場
で
活
か
す
。

②
仲
間
の
注
意
を
聞
き
入
れ
る
。

③
一
人
で
仕
事
を
し
な
い
。

　

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
「
安
全
は
全
て
に
優

先
す
る
」
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
就

業
に
努
め
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

元
気
だ
か
ら
仕
事
を
す
る
の
で
な
く
、

仕
事
を
す
る
か
ら
元
気
な
の
だ

飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
を
使
い
ま
し
ょ
う

昨
年
8
月
に
飛
び
石
に
よ
る
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
飛
散
防
止
ネ
ッ
ト
を
各
地

域
に
配
布
し
ま
し
た
。
事
故
防
止
の
た

め
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
使
用
に
当

っ
て
は
各
地
区
の
業
務
担
当
に
申
し
付

け
て
く
だ
さ
い
。

布
す
る
と
見
違
え
り
ま
す
。

草
取
り
を
早
め
に
、
ま
た
水
や
り
は

4
月
下
旬
か
ら
5
月
中
旬
に
乾
い
た
ら

散
水
す
る
か
水
を
つ
か
せ
て
下
さ
い
。

収
穫
時
に
は
健
康
機
能
「
ケ
ル
セ
チ

ン
と
い
う
成
分
が
血
液
サ
ラ
サ
ラ
、
元

気
モ
リ
モ
リ
に
有
効
」
を
た
く
さ
ん
含

ん
だ
玉
ね
ぎ
が
で
き
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
農
園
の
玉
ね
ぎ
も
5
月
に

は
全
員
の
皆
様
に
注
文
書
を
配
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

各
地
区
に
お
き
ま
し
て
今
年
度
も
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
促

進
月
間
に
合
せ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
科　

10
月
17
日　

26
人

　
　
県
立
こ
ど
も
病
院

穂
高　

10
月
10
日　

30
人

　
　
穂
高
会
館

三
郷　

10
月
２
日　

45
人

　
　
三
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー

堀
金　

10
月
13
日　

29
人

　
　
堀
金
社
会
福
祉
協
議
会

明
科　

10
月
19
日　

16
人

　
　
龍
門
渕
公
園

玉
ね
ぎ
を
収
穫
す
る
ま
で
に
必
ず
や

っ
て
欲
し
い
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

玉
ね
ぎ
を
作
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い

の
が
追
肥
で
す
。

2
月
20
日
頃　
　
　

尿
素

3
月
15
日
頃　
　
　

追
肥
肥
料

生
育
の
様
子
を
見
て

3
月
25
日
頃　
　
　

追
肥
肥
料　

3
月
中
旬
に
苦
土
肥
料
を
合
せ
て
散

安
全
・
適
正
就
業
の
お
願
い

園
芸
指
導

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施

植え付け作業玉ねぎの収穫



平成 31 年 1 月 1 日 シ ル バ ー 安 曇 野 第58号（6）

1
月
分
は
2
月
20
日
（
水
）

2
月
分
は
3
月
20
日
（
水
）

3
月
分
は
4
月
19
日
（
金
）

4
月
分
は
5
月
20
日
（
月
）

5
月
分
は
6
月
20
日
（
木
）

6
月
分
は
7
月
19
日
（
金
）

平
成
30
年
１
年
間
（
１
月
振
込
～
12

月
振
込
）
の
配
分
金
支
払
証
明
書
を
１

月
10
日
頃
圧
着
ハ
ガ
キ
で
ご
自
宅
に
郵

送
し
ま
す
。

配
分
金
収
入
は
、
所
得
税
法
上
「
雑

所
得
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

申
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
収
入
の

種
別
、
合
算
等
に
よ
り
個
々
に
異
な
る

た
め
、
申
告
の
際
に
税
務
署
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
31
年
の
さ
わ
や
か
な
新
春
を
迎

え
安
曇
野
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

益
々
の
ご
発
展
と
皆
様
の
ご
活
躍
、
健

や
か
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。年
頭
に
あ
た
り
、本
年
も

安
全
就
業
を
図
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

◆
29
年
度
長
野
県
安
全
適
正
標
語
最
優

秀
賞
当
セ
ン
タ
ー
広
田
会
員
の
「
事
故

の
も
と
、
慣
れ
と
、
過
信
と
、
思
い
込

み
」
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
仲
間

同
士
危
険
な
行
為
は
、
注
意
し
な
が
ら

協
力
し
あ
う
信
頼
関
係
が
無
事
故
安
全

を
導
く
基
と
思
い
ま
す
。
体
力
も
少
し

づ
つ
低
下
を
感
じ
ま
す
が
時
代
の
流
れ

に
遅
れ
な
い
よ
う
頑
張
り
、
健
康
だ
け

は
維
持
し
た
い
も
の
で
す
。

◆
一
人
ひ
と
り
の
卓
越
し
た
技
能
を
地

域
社
会
に
活
か
し
て
働
く
こ
と
が
出
来

る
組
織
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

す
。
市
民
の
皆
様
や
企
業
様
か
ら
仕
事

の
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
、
高
齢
者
の
就
業

ニ
ー
ズ
に
対
応
受
注
さ
れ
、
安
心
し
て

働
き
、
社
会
参
加
出
来
て
い
る
こ
と
は

私
達
の
喜
び
で
あ
り
、
生
き
が
い
で
あ

り
ま
す
。
今
年
も
健
康
一
番
で
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

北
林
幹
男　

那
須
野
卯
久

小
林
義
明　

嶋
㟢
紘
次　

配
分
金
及
び
派
遣
給
与

の
振
込
日

編
集
後
記

文
　
芸
　
欄

配
分
金
の
確
定
申
告
に
つ
い
て

〈
実
り
て
ゐ
る
か

　

み
の
り
て
ゐ
る
よ

　
　
　

質
が
な
あ
〉

　
　
　
　

農
夫
の
会
話

　
　
　
　
　

稲
の
こ
と
ら
し

働
き
し

　

五
十
余
年
の

　
　

歳
月
は

　
　
　

道
路
に
な
ら
ば

　
　
　
　

い
か
な
る
距
離
か

粧よ
そ
お

え
る

　
　

山
の
も
み
じ
に

　
　
　
　
　

夕
日
か
な

夕
く
れ
を

　
　

に
ほ
い
入
り
来

　
　
　
　
　

初
さ
ん
ま

手
や
足
は

　
　

口
の
元
気
に

　
　
　
　
　

お
い
つ
か
ず

老
い
の
耳

　
　

遠
近
う
ま
く

　
　
　
　
　

つ
か
い
わ
け

こ
わ
ば
っ
た

　
　

手
足
を
ほ
ぐ
す

　
　
　
　
　
　
　

孫
の
声

雑
草
に

　
　

ま
だ
負
け
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　

太
い
指

生
活
に

　
　

定
年
は
無
い

　
　
　
　
　
　

腰
上
げ
る

薬
よ
り

　
　

元
気
回
復

　
　
　
　
　
　
　

畑
仕
事

和
歌

俳
句

川
柳

須
澤  

弘

須
澤  

弘

湯
澤 

力
三


